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(1) 次世代シークエンサーを用いてどのくらいの depth でゲノム配列を解
読したか。 
(2) 1 検体から GII.P17-GII.17 以外の遺伝子型が検出されることはなかっ
たのか。 















































(3) 考察でノロウイルスは I 型インターフェロン応答を抑制するという論
文を引用していたが、遺伝子型間で違いはあるのか。 



























 本研究は、新たなノロウイルス GII.P17-GII.17 を同定し、感染性の変化か
ら今後流行する可能性を迅速に情報発信し注意喚起を行ったものである。ま
た、ノロウイルスに対する効果的な感染予防ワクチンを開発するための基礎
情報としても意義のある研究であると考えられた。プレゼンテーションの方
法においては若干の改善すべき点は見られたものの、申請者は本学位論文の
内容を中心に幅広い質問に的確に答え，本研究課題の学術性についても深い
理解と洞察を持っていることを示した．したがって、本研究は博士 (医学) の
学位に値するものと判定された。 
